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して、問題飲酒と関連する職業因子の解明を目的とした。2008 年 5～6 月に浜松市において、15
～79 歳の全市民より対象を無作為抽出し、自記式郵送法により調査を行った (回収率 53.9%)。
勤務形態は常勤、パートまたはアルバイト、自営業、専業主婦または主夫、無職、学生に分け、前
3 者については職種、事業所規模および 1 週間の就業時間を尋ねた。問題飲酒は CAGE テスト
を用いて判定した。問題飲酒の有無について各カテゴリー別にクロス集計を行い、職業因子と問
題飲酒との関連は性別にロジスティック回帰モデルにより検討した。 
男性の 16.5%、女性の 3.8% が問題飲酒有りと評価された。男性では、事業所規模 50 人未満 
(年齢調整オッズ比：1.91、95% 信頼区間 1.01-3.60) が有意な関連を示した。事務職（1.92、
0.62-5.89）およびサービス職 (1.98、0.73-5.35) でやや高い年齢調整オッズ比を示したが統計学
的には有意ではなかった。女性では、自営業 (4.27、0.99-18.36)、管理職 (84.21、2.50-2841.61) 
およびサービス職 (12.67、1.35-118.88) で高い年齢調整オッズ比を示し、多変量調整オッズ比も、
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